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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月31日(2018.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インスリン様成長因子１（ＩＧＦ－１）をコードする外因性ポリヌクレオチドを含む安
定な胎児由来ヒト神経幹細胞であって、前記ヒト神経幹細胞は、分化することなく６０回
超の細胞倍加にわたって増殖可能である、胎児由来ヒト神経幹細胞。
【請求項２】
　ＩＧＦ－１をコードする外因性ポリヌクレオチドを含まない神経幹細胞と比較して、有
意に増大した数のＧＡＤ６５陽性ＧＡＢＡ作動性ニューロンに分化可能である、請求項１
に記載の胎児由来ヒト神経幹細胞。
【請求項３】
　成長因子をコードする外因性ポリヌクレオチドを含む胎児由来ヒト神経幹細胞であって
、前記ヒト神経幹細胞は、分化することなく６０回超の細胞倍加にわたって増殖可能であ
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る、胎児由来ヒト神経幹細胞。
【請求項４】
　前記成長因子が、インスリン様成長因子１（ＩＧＦ－１）、グリア細胞株由来神経栄養
因子（ＧＤＮＦ）、脳由来神経栄養因子（ＢＤＮＦ）、ニューロトロフィン－３（ＮＴ－
３）および血管内皮細胞成長因子（ＶＥＧＦ）からなる群から選択される神経栄養因子で
ある、請求項３に記載の胎児由来ヒト神経幹細胞。
【請求項５】
　ＩＧＦ－１がＩＧＦ－１アイソフォームである、請求項４に記載の胎児由来ヒト神経幹
細胞。
【請求項６】
　前記ＩＧＦ－１アイソフォームがＩＧＦ－１アイソフォーム４である、請求項５に記載
の胎児由来ヒト神経幹細胞。
【請求項７】
　前記外因性ポリヌクレオチドが、配列番号１に示されるヌクレオチド配列を含む、請求
項６に記載の胎児由来ヒト神経幹細胞。
【請求項８】
　皮質、海馬、視床、中脳、小脳、後脳、脊髄および後根神経節からなる群から選択され
る組織に由来する、請求項３に記載の胎児由来ヒト神経幹細胞。
【請求項９】
　胎齢が約５～約２０週である胎児から得られる、請求項３に記載の胎児由来ヒト神経幹
細胞。
【請求項１０】
　前記成長因子をコードする前記外因性ポリヌクレオチドが、ユビキチンＣ（ＵｂＣ）プ
ロモーター、ヒトホスホグリセリン酸キナーゼ１プロモーター、ヒトシナプシンプロモー
ターまたは合成ＣＡＧプロモーターと作動可能に連結している、請求項３に記載の胎児由
来ヒト神経幹細胞。
【請求項１１】
　インスリン様成長因子１（ＩＧＦ－１）をコードする外因性ポリヌクレオチドを含む胎
児由来ヒト神経幹細胞であって、前記外因性ポリヌクレオチドが配列番号１に示されるヌ
クレオチド配列を含み、前記外因性ポリヌクレオチド配列が安定に発現され、前記ヒト神
経幹細胞が、分化することなく６０回超の細胞倍加にわたって増殖可能である、胎児由来
ヒト神経幹細胞。
【請求項１２】
　神経変性性疾患または障害の治療のための組成物であって、前記組成物は、成長因子を
コードする外因性ポリヌクレオチドを含む１または複数の胎児由来ヒト神経幹細胞を含み
、前記胎児由来ヒト神経幹細胞は、前記成長因子を安定に発現し、前記ヒト神経幹細胞は
、分化することなく６０回超の細胞倍加にわたって増殖可能である、組成物。
【請求項１３】
　前記成長因子が、インスリン様成長因子１（ＩＧＦ－１）、グリア細胞株由来神経栄養
因子（ＧＤＮＦ）、脳由来神経栄養因子（ＢＤＮＦ）、ニューロトロフィン－３（ＮＴ－
３）および血管内皮細胞成長因子（ＶＥＧＦ）からなる群から選択される神経栄養因子で
ある、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　ＩＧＦ－１がＩＧＦ－１アイソフォームである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記ＩＧＦ－１アイソフォームがＩＧＦ－１アイソフォーム４である、請求項１４に記
載の組成物。
【請求項１６】
　前記外因性ポリヌクレオチドが、配列番号１に示されるヌクレオチド配列を含む、請求
項１５に記載の組成物。
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【請求項１７】
　前記神経変性性疾患または障害が、筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）、脊髄損傷（ＳＣＩ
）、外傷性脳傷害（ＴＢＩ）、アルツハイマー病（ＡＤ）、認知症、軽度認知障害、糖尿
病、糖尿病関連ＣＮＳ合併症、末梢神経障害、レチナール神経障害または多発性硬化症で
ある、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記脊髄損傷が、外傷性脊髄損傷または虚血性脊髄損傷である、請求項１７に記載の組
成物。
【請求項１９】
　対象の脳におけるアミロイドベータ（Ａβ）沈着を低減する、対象の脳におけるＡβ沈
着物を排除する、または対象の脳におけるＡβ蓄積を防ぐための組成物であって、前記組
成物は、ＩＧＦ－１をコードする外因性ポリヌクレオチドを含む１または複数の胎児由来
ヒト神経幹細胞を含み、前記ヒト神経幹細胞は、分化することなく６０回超の細胞倍加に
わたって増殖可能であり、前記組成物は、前記対象の脳の１または複数の領域に投与され
ることを特徴とする、組成物。
【請求項２０】
　前記脳の前記１または複数の領域が、海馬および／または皮質を含む、請求項１９に記
載の組成物。
【請求項２１】
　対象の脳においてコリン作動性ニューロンの数を増大させるための組成物であって、前
記組成物は、ＩＧＦ－１をコードする外因性ポリヌクレオチドを含む１または複数の胎児
由来ヒト神経幹細胞を含み、前記ヒト神経幹細胞は、分化することなく６０回超の細胞倍
加にわたって増殖可能であり、前記組成物は、前記対象の脳の１または複数の領域に投与
されることを特徴とする、組成物。
【請求項２２】
　前記脳の前記１または複数の領域が、海馬および／または皮質を含む、請求項２１に記
載の組成物。
【請求項２３】
　対象の脳においてシナプスを修復するための組成物であって、前記組成物は、ＩＧＦ－
１をコードする外因性ポリヌクレオチドを含む１または複数の胎児由来ヒト神経幹細胞を
含み、前記ヒト神経幹細胞は、分化することなく６０回超の細胞倍加にわたって増殖可能
であり、前記組成物は、前記対象の脳の１または複数の領域に投与されることを特徴とす
る、組成物。
【請求項２４】
　対象の記憶および／または認知を修復するための組成物であって、前記組成物は、ＩＧ
Ｆ－１をコードする外因性ポリヌクレオチドを含む１または複数の胎児由来ヒト神経幹細
胞を含み、前記ヒト神経幹細胞は、分化することなく６０回超の細胞倍加にわたって増殖
可能であり、前記組成物は、前記対象の脳の１または複数の領域に投与されることを特徴
とする、組成物。
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